
学趨指導要領におけるヂ話すこと」
　一一一｝懲美斐《：フ：）奪遜嚢心力、ξ｝一一一

「髪遡くこと」

野上　華子

！、新学習指導要領におけるゼ話すこと」「腿くことj

　「幼稚園、小学絞、申学校及び高等学校の教育課程の基準について　答＄，　」〈昭和62年12月）

のf4・各教科・科目の内容国語」において、　fア　改魯の基本方針」として、　f小学較、中学

校、及び高等学校を通じて・…一特に精報化などの社会の変化に対応するため、日的や意麟に応じ

て適切に表現する能力と相手の立場や考えを的確に理解する能力を養う」ことを閉透している。こ

れをうけた「イ　改善の臭体的事項」の「表現」「理解」の領域を見てみると、

　　　　　（小学校）

　　　　　　（ア）・・itt・話すことや書くことの活動を十分に行い…一■

　　　　　　（イ）一一一聞くことに関する事項を重視する一・一一一一

　　　　　（中学校）

　　　　　　（イ）一｛t’”ftsくことに関する能力を高めS－it・一i一…t・一…

　　　　　〈高等学校）

　　　　　　（イ）e一一一聞くことに関する能力を高め｝・…・・i…　…・

　　　　　　（ウ）一一一目的や場に応じて的確に話したり…一一一一

というように、話すこと、闘くことについての言及が始めになされ、その強調を印象づけられる。

実際に平成元年に告示された学習指導要領を見ると、特にヂ小学校学習指導要領」においてその傾

向が顕著であると思われる。その中から、目にとまった事項を引駕列挙してみたい。
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尋ねられた事に答えたり，㈱痴撫二話したりすること。

議轍融融聞き、内容を聞き取ること。
撮繍の縣漉勲エ話したり、．K］iJstal－ll＞L・2211“6＆k　一esしたりすること

麺灘。漁、内容を正しく聞き取ること。

誌鰍燃、内容を閥き欺ること。
磁痴言£薫ii遷馳話すこと。
餓鎌叢熱燃溺烹護ふ鳳、話しの内容を正確に闘き取ること、，

話の要点を間き取り、鼠一蕊綴撫ごと。
臨場こ応う　内容の軽重を考えて話すこと。

灘叢雨瀧叢翻脇話の内容を正確に闘き取ること。
話の申心点を聞き取り、輿　　感想と勲魚ゑこと。

鍛三諦繍こ蕊董オ・引出、それらの状況を考えて話すこと。

話し手の意図を理解し、心添σ訟訴》一こと。

瓢的こ官船藤細管撫煮滋、計画的に話すこと。

一灘薦耀潔嵐施鳶勲乙ら闘くこと・
　いずれも新設もしくは部牙的に改訂された事項である。ここで闘題にしたいのは、現行の学習搬

導姿領にはなかった、いわゆる態度に関する1；轟述が共韓的に見られる点である。一一線を施した郎
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分が、私がザ態度」と見なしたところである。この場合、私はr態度」を話し聞く主体の外藩的内

面的な姿勢という意味でとらえた。

2　「態度jの意味

　ところで、「表現」「理解」領域の中のf話すこと」ジ聞くこと3に関する事項をr態度」の側

面から考察するこにあたって、改めて「態度」の意復するところを検討してみたい。

　まず、ff広酵苑き　（昭和58年版）にはr椿況に対応して自己の感情や意志を外形に表したもの。

表情・身ぶり・言葉つきなど・また、事に処する心がまネ・考え方もさす。」とある。

　また、9’中学校国語事例集　一態度に関する指導一S（文部省　昭和39年）では　「国語

の学習における態度」として、「生徒が国語を学習していく際に、その言語活動に対してとる心構

えや身構えである」としている。この点は、一般的なボ態度jの意味と大差はないであろう。さら

に同書では、r態度」を「指導過程に即して」4つに分類している。以下はその抜粋である。

　　①活動への意欲

　　　　意欲は一つの態度であると見ることができる。生活における必要性を感じたり、興味や関

　　　心をもったりする段踏であって、学習指導においては動機づけの段階である。

　　②題韓、テーマ．つまり理解や表現の内容に向かう態度

　　　　動機づけられた後に活動が行われる。その漉動における態度は、二つの方向をもっている。

　　　その一つは。理解や表現の内容に対するものであり、他の一つは言語自体に対するものであ

　　　る。

　　③言語に対する態度

　　　　実際の活動に当たっては、言語をどう処理して日的を達するかが問題となる。そこに技能

　　　が必要となり、その技能を方向づける態度がまた当然考えられなければならない。

　　④　適罵の態度

　　　　意欲は動機づけとして、学習活動前の態度とするならば、学習活動後の態度もありうるで

　　　う。つまり、ある一つの活動を終了した結果、能力が得られるが、それを次の活動に応用し

　　　うとする態度、つまり適用の態度が考えられる。

　指導する測とされる灘の立場が混在して述べられ、ややわかりにくいように思われる。指導され

る測、すなわち生徒の立場から見直せζ瓜①は興味や関心をもつ段階②は対象に向かう段階、③

は言語繰作をする段墜、④は国高科学習の枠を超えることをも含めた適用の段階ということになろ

うか。そしてそれぞれの段階において望ましい態度が要求されるということになろう。

　もう一つ、村石昭三氏のゼ態度と技能との関係をどうとらえるか」（r教育科学　国語教育9

昭和繧2年2月）における民の分析を揚げたい。氏は態度の四つの測面として次のように分類して

いる。

　　①　態度の方向性

　　　　これは、対象に対してもつ広い意味での、好き嫌いということで、S．　B．セルズとD・

　　　K。トリツテズが共著で教育百科辞典く一九六〇年版）の中で書いているf接近…回避の

　　　方向」という内容にあたる。…そして、この方肉にはそれ自体に広さと深さ…が考えら

　　　るが、指導の立場からは、その対象の知的レベルが問題になり、…低いものより高いもの

一野上2一



　　　をめざすことがたいせつになる。この態度の方向性は硬宜的に興味とおきかえても、判断す

　　　るのにさしつかえない。

　　②態度の接近性

　　　　これは・対象にせまる活動の状態とか対象への接近のしかたである。前者は対象に対して

　　　いだく熱中の度合いとか・それがどの程度に恒常的につづくか…で示される。…いまひ

　　　とつは接近の技術。これが技能とよばれるものであり、言語の表現・理解のしかたにかかわ

　　　る。

　　③態度の価値性　　　　　　　
’

　　　　態度がもつ価値性とは・対象なり、それにせまる自分の理解・表現行為についての必妾性

　　　とか価値意識をもつことである。

　　④態度の汎化性

　　　　最後にあげた汎化性は・態度の生活的適用とよぶにふさわしい…内容を含む。

　以上のことから、f態度」はまず、主体の対象に対する身構え・心構えとまとめることができよ

う・この身構え、心構えをさらに分類すると、（1）興味・関心　〈2＞積極牲・集中の度合い　（3）

表現・理解にせまるための技術　（4）学校生活・日常生活等への適用、とまとめることができそう

である。

3、各態度の類型

　2においてまとめた（1）からく4）の：分類に1で列挙した事項の部分を便宜的にあてはめてみる。

1！）「話し手を見ながら」（①・B・ア）

　　　「話を最後まで聞き」（②・B・ア〉

（2）f自分から進んで」〈①・A“ア、②．A’ア〉

（3）「話の願序を考えながら」1②・B・イ）

　　　「分からないところは聞き返して」（③・B・ア）

　　　9自分の立場からまとめてみるj（③・B・イ〉

　　　「話の要点や中心点を書きとめながら」1④・B・ア）

　　　f自分の感想1や意見1をまとめてみる」〈④・B・イ、⑤・B・イ）

　　　「話の内容と自分の生活や意見とをくらべながらjl⑥・B・イ）

（4）f相手の内容をうけて話題に合わせて」〈③・A・ア）

　　　「相手や場に応じて」〈④・A・ア、⑤・A・ア）

　　　「目的に応じて時問や話題の順序などを考え」（⑥eAt一ア）

　あてはめてみた裏項は、先にも述べたが、今度の改訂で目新しく感じたものを抜き出．したため、

（3＞には、「話すこと」に関わる項目が入らなかった。たとえば、ヂ経験したことの順序を考えて

｛話すこと）」（①・A・イ）f区切りを考えて（話すこと）」（③・A・イ）などは、ここに入

れることができよう。また、〈3｝における事項は、中学校ユ年の「内容」、「自分の考えや気持ち

を整理し、言葉遣いに注意して話すこと」（A・ケ）、r話合いにおけるそれぞれの発言を注意し

て灘き、話合いの方向をとらえて窪分の考えをもっことj　IB・ク〉に係っていく。（4）における

それも中学較！年の「内容」、£話合い」の譜題や臼的をとらえ、的確に話すこと」〈A・コ）、
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さらに現行通りの文言であるが、高等学校9国語lllのr内容」、r目的や場に応じて効果的に話

したり」　（A・キ〉に係っていく。すると、（］〉、12）に関わる事項は小学校段階にのみ認められ

る事項ということになる。　（もっとも高等学校f国語茎」のヂ3　内容の鞭扱い」には、「話し方

や話会いの学館を充実させるようにすること。」と総循的に述べられてはいる。）特に異質なのは

｛2）である。前後の脈絡を落としているのでなおさらそのように感じられるのかもしれないが、国

語科の独自性は薄い。つまりそれだけ主体の内面に関わることであり、当然のことながら様々な面

で要求されるギ態度」なわけである。また、｛1）の事項は、二丁や関心があればr話し手を見なが

ら闘く」であろうし、「話を最後まで聞く」であろうという、かなりの拡大解釈のもとに振り分け

てみたものである。しかしこれは、話したり闘いたりする場合のルール、マナーと解するのがやは

り自然かもしれない。

　以上、小学校学習指導要領を中心にf表IR　」ド理解」の領域からf話すことj　r腿くこと3に関

わる態度の面を各類型にあてはめてみた。いずれも外癒的な態度として一もちろんそこには主体

の内面的な働きがある一とらえられそうである。そして、低学年においては、話したり闘いたり

うえでのマナー一、いいかえれば躾的な要素が強く、学年を経るに従って、表現・理解にせまるため

の技術的要素に重点がうつり、さらに広い生活部面での適用を考慮した態度形成をめざしていると

昆ることができよう。

4、昭和43年以蔚の学習指導要領

　昭和43年以前の学習指導要領の「話すこと」ヂ翻くこと」の領域を見てみると、今度の改訂で

目新しく感じられた記述とほぼ似ているそれを見出すことができる。

平成元年　　　　昭和43年　　　昭和33年　　　昭和26年　　昭和22年　　11　牢　亙⊃積　　　・…自分から進
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　　　＊○囲みは学年を表す。

　　　＊43年の欄、「内」はf内容の取り扱い」中に記されていたことを示すe

　　　‡26年の欄、f冒」は「1　指導の目あてをどこにおくか」中に記されていたことを示す。

　　　＊22年の欄、「低」は「小学校一一、二、三学年の国語科学習指導」、fma　」，はギ小学校四、

　　　　五、六年の学習旛導」中に記されていたことを示し、漢数字は、目次に従いその事項の所

　　　　在を示す。「中学校国語科学習指導」中の記載窮項は、全体を括弧でくくった．

　　　隔日字体は新字体に改めてある。

　こうしてみると、取りあげてきた事項は52年の学習指導要領に盛られていなかっただけであっ

て、戦後の学習櫓導要領の集大成の観もある。人闘の露語活動はぞう大きく変わるものでもなく、

時代の要請に応じて学習指導要領1醐言されるか習かなのだということを、特にこの枠に限ってみ

た場合に改めて感じる。

5、おわりに

　r話すことjf聞くこと」に関わる一部の郭項を取りあげ、態度の欄面からの考察を試みようと

してきたわけであるが、その際の態度の意味は広義であったと思う。「表現・理解にせまるための

技術」はそれ自体、技能として独立させても差しつかえないかもしれない。そうすると、「話すこ

ij　j　r解くこと」の特徴が明瞭になる。つまり、es相手s’のあることが大前提だということである。

（この場合、「分からないところは聞き返して……」という事項も含めたい。）

　輿水実氏は『国語科教育学入門轟（i970年12月）の中で、ジ国語科の中に、国語教育全般

を取り入れようとしすぎていた」と述べていた。実際、22年の学習指導要領（試案）、26年の

それが、護語活動主義、言語経験主義であるという批判を浴び、大幅に改訂されたことは周知であ

る。特に、話す・聞く活動は一般的な予州生活を送っている入問にとって、その大半を占める言語

活動であることを考えれば。どこまでを国語科として取りあげるべきかは疑念を呈するところだろ

う。私自身r話し手を見ながら聞きjr話を最後まで聞き」というようなマナー、躾的要素も国語

科の範疇なのだろうかという疑念を持った。だが、発想を逆にすれば、国語科だからこそ、様々な

態度を考慮し含め、意図的計画的に話す・聞く活動の場を設けることができるのではないかと思え

てぐる。

　世の中の動きを見ていると、饒舌と寡黙の二極に分化していく傾向が強いように思えるのである。

その点でも、話す・聞くという言語経験の活動の場を与えること自体を積極的に見直してみてよい

のではないだろうか。
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